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はじめに

人間は本来,独自的な存在であり,自らの自由意志で行動を決定したり,人生の意義づけや目的

などを積極的に内側から方向づけながら前進する存在としてとらえることができる｡一方,幼児期,

児童期,青年期の発達段階にある人間は,親や教師などの大人たちや,彼らをとりまく生活環境な

どの影響を受けながら,自分という人間を形成していくことも知られている｡さらに,個の独自性

を確立するまでの発達的プロセスにおいでは,さまざまな心理社会的状況の中で,その環境の意味

をとりこみ,社会的人間として変容していくものである｡

戦前,戦後の時代は,物質的に貧困な状況があったと思われるが, ｢いかに生きるか｣という親

や教師など,大人の生き方(ありよう)が,子どもたちとの｢絆関係｣を心理的に濃密なものにし

ていたといわれる｡そのありようが子どもたちの生き方にも反映し,心理的耐性を強めていた･,ど

いうことができる｡

ところが1960年代以降の社会的状況(物質文明的価値観)の急激な変化と,それに伴う学校状況

(偏差値中心の教育観)の変化は,家族状況のあり方(管理支配され,操縦しやすいロボット人間

の出現)に多くの影響を与えてきた｡その結果として子どもたちの自我形成や自己確立にとっては

ネガティブな心理社会的状況が展開された｡そして,登校拒否,いじめ,選択性絨黙,小児心身症

などの病理現象を出現せしめることにもなった｡
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1990年前後のバブル経済は,価値のない物に勝手に価値をもたせた幻想の経済繁栄であり,全て

の価値を疑わしめ,人々の行動の価値基塗を不確実なものと化してしまった｡バブル経済の崩壊は,

リストラを断行させ,企業の無責任な｢選別｣により,子どもたちだけでなく,大人たちも混乱さ

せられているという時代になった｡

児童期,思春期の成熟･成長に視点をあてると,それは,かなりスピード･アップしている｡成

熟前傾･成長加速現象(成長が早くなり,早熟化すること)が著しく, ｢身体の成熟･成長｣と

｢心や精神の発達｣の間に,アンバランスな状態が生じている｡その結果, ｢体は大人,心は子ど

ら(人格レベルの幼稚さ)｣という奇妙な現象がみられる｡つまり, ｢子どもの大人化(頭でっかち

の人間)｣という現象である｡その結果,仮想現実(ヴァーチャル･リアリティー)を真の現実と

錯覚し,混同しかねない高IQを有するヴァーチャル人間が誕生することになった｡例えは三㌧　ジャ

ンボジェット機乗っ取り･機長刺殺事件,京都の小2殺人事件,新潟の少女監禁事件等の犯人像

(大人の子ども化)の背景には,これらの社会病理現象の影響をつよく受けているように思われる｡

人間は,発達のある段階に達した時,みせかけの自己像を脱皮して,ホンネの自我状況をあらわ

し始める｡大人の価値基準を守り通せなくなった子ども(ロボット人間)は,もろくて傷つきやす

い自我の安定化をもとめ始める(自我が脅威にさらされる学校状況よりも,今までの自己像が守り

通せる病理構造への逃げ込み:登校拒否など)｡さらにコンフリクトが強くなると,身体化現象

(身体症状-の逃げ込み:心身症など)が出現してくる｡

このような子どもたちの問題行動は,彼らの意味表現であり,身体症状は,意味器官を通しでの

表現として理解することができる｡すなわち,子どもたちは適応障害と思われる現象を表わしなが

ら,内面的には自我の両体制化や真実なる自己の確立を模索しているのであり,それは,彼らの成

長動機の欲求として理解する必要がある｡

いうまでもなく,子どもたちに多大な影響を及ぼしてきたのは,親や教師など大人の生き方(人

間に対する価値観など)であり,大人の自我や自己のありよう,生き方が反映していることを忘れ

てはならない｡むしろ,大人の側の自己実現的態度が,子どもの精神的健康と深く関係しているこ

とに気づくべきであろう｡

I.問　　題

平成7年度より,文部省は,臨床心理士を中心にしたスクールカウンセラーを,全国の小,中,

高校-派遣する事業を開始した｡その後次第に規模を拡大し, ｢心の専門家｣の国家資格制度の創

設を含め,検討すべきことを提言した｡特に,教育改革プログラム(平成11年9月21日改訂)では,

｢幼児期からの心の教育｣の充実,地域で子どもを育てる環境整備等を内容とする｢全国子どもプ

ラン｣の推進,道徳教育の改善充実, ｢カウンセリング｣の充実などがあげられた｡平成13年度か

らは,スクールカウンセラーの制度化(5力年計画)が,いよいよ始まる｡
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このことの背景には,児童生徒の精神的健康の援助をめぐるありようが問われているだけでなく,

学校教育の場を中心として,児童生徒の稿神的不健康が深刻な問題になっていることを意味してい

るものと思われる｡

筆者らの研究室(心理相談室)にも,その傾向があらわれており, 1980年以前においては,自閉

性障害,稿神遅滞などの発達障害児が来談ケースの中心であったが, 1980年以降においては,登校

拒否などの情緒障害児,思春期やせ症,心身症,神経症の傾向を呈するケースが多くなった｡さら

に, 1990年以降は,極度のいじめ,虐待,レイプなどによるPTSD (心的外傷後ストレス障害)

が増えてきた｡

登校拒否の場合,家庭(親)も学校(教師)ら,ただひたすら子どもに対して登校するための刺

激を一方的に押しつけてしまう場合が多い｡過度な登校刺激は,子どもの学校に対する自我関与を

ますます高め,その結果として緊張や不安が増進し,不適応感情はますます強くなる｡登校拒否と
●   ●   ●   ●

いう意味表現が大人の側に理解されていない時,子どもの生き方は,ますます混乱することになる｡

登校拒否に限らず,子どもの心理的問題行動の多くには,大人への｢気づき｣を求める意味表現が

存在している｡大人の側の都合の良いルールを一方的に押しつけることは,子どもの側の健康増進
●   ●   ●

につながるどころか,逆の結果をもたらすことに,気づきを持つことが重要である｡子どもの心の

叫びに耳を傾け,その意味表現を洞察する眼(まなこ)を有することができるよう,大人である親

や教師が,自己実現的に変化していくことである｡ここに,カウンセリング･マインドの必要性が

重要な意味をもってくるのである｡

児童生徒の不定愁訴的行動に対して,対症療法的に対処するだけでは真の援助的接近にはならな

い｡腹痛,頭痛,吐き気に対して,痛み止めや胃薬の投与のみでなく,その症状の背景にある意味

に対してのかかわり的接近を重視する時,児童生徒の不定愁訴の意味が了解されてくるはずである｡
●   ●   ●   ●

｢人間の器官は意味器官｣であるともいわれ,稿神と身体は表裏一体をなしていることを忘れては
●  ●  ●  ●  ●                                                ●  ●  ●  ●

ならない｡人間は,精神的言語(不安,緊張,葛藤など)を身体言語として表現することにより,

無言の意味表現をする存在であることをも忘れてはならない｡この意味を理解し,深く洞察してい

く接近のありようが,カウンセリング･マインドといわれるものである｡

今回,筆者らは, 15年前(1984年), 10年前(1989年),そして現在(1999年)の鹿児島県児童生

徒の精神的健康の現状を継時的に明らかにし,さらに,不定愁訴の意味,背景にはどのような要因

が潜在しているのかを明確にした｡

Ⅱ.方　　法

(i)調査対象

1984年･ 1989年:小学校6年生,中学校2年生,高等学校2年生,各2,000人,計6,000人の児

童生徒を対象にした｡
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1999年:小学校6年生,中学校2年生,各400人,高等学校2年生, 500人,計1,300人の児童

生徒を対象にした｡

鹿児島県都市部,郡部,離島部の対象校,および,対象児童生徒は,すべて同一地区,同一学

校である｡

(2)調香内容および調香方法

日本学校保健会(1982)は,児童生徒の｢心の健康｣に関する調査を施行し,その調査集計報

告書を作成した｡筆者らは,その時の日本学校保健会作成のアンケートと全く同一の30項目を使

用した｡ 1999年には,あらだに｢親友の有無｣と｢親友の内容｣を付加した(資料参照)｡児童

生徒には,無記名で直接回答してもらった｡

(3)集計方法

各設問ごとに,無効回答を除外した上で,電算処理(SAS, SPSS)を行った｡

さらに,主な4頭目( ｢学校に行きたくない｣ ｢死んでしまいたい｣ ｢体の病気の心配｣ ｢心の病

気の心配｣)について,クロス集計を行った｡

(4)調査の企画と実施機関

1984年･ 1989年:企画　鹿児島県教育委員会保健体育課,鹿児島県学校保健会

実施　鹿児島県学校保健会稽神保健委員会｢心の健康の現状と問題点｣作成

委員会

1999年:企画･実施　鹿児島大学教育学部治療心理学研究室

協力　鹿児島県教育委員会保健体育課

Ⅲ.結　　果

(1) 15年前(1984年), 10年前(1989年),現在(1999年)の児童生徒の精神的健康の継時的変化

以下に, 30項目について, 15年前, 10年前,現在の継時的変化の結果を示す(図1-30参照｡な

秦,図中の※は,以下を示す｡ )

※:p<0.05, ※※:p<0.01, ※※※:p<0.Ooユ, ※※※※:P<0.0001



久留･餅原･石原･森吉･羅:児童期･青年期の筒袖的健康に関する心理学的研究(第11報)　177

1)毎日の気分(図1)

｢あなたは,毎日気分よくすごしていますか｣という問いに対して, ｢あまりよくない｣ ｢まった

くよくない｣と否定的に回答していた児童生徒は,小学生14.5%,中学生21.4%,高校生28.8%で

あり,高学年になるにしたがい,増加の傾向にある｡

継時的変化をみると,小学生,中学生で,有意に増加の傾向にある｡高校生はあまり変化がみら

れない｡第二次性徴期という転換期に,中学校入試,高校入試など,一層の重圧が,未熟な人格に

負荷しているように思われる｡気分のよくない毎日をすごす児童生徒が増加の傾向にあることは,

子どもたちの空虚な精神世界を思わせる｡

図1　1999車庫児島撮児童生徒心の種簾調査

1毎日の気分

圏　　とてもよい

圏どちらかといえばよい

田　あまりよくない

音　まったくよくない

0%　　 　20%　　　　　40%　　　　　60%　　　　　80%　　　　1 00%
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2)健康に対する自信(図2)

｢あなたは,健康に対して自信がありますか｣という問いに対して, ｢あまり自信がない｣

｢まったく自信がない｣と否定的に答えていた児童生徒は,小学生17.7%,中学生21.0%,高校

生31.0%で,年齢が進むにしたがって増加しそいる｡

継時的変化をみると,小学生,中学生で大きな変化はみられないが,高校生は, 10年前から増

加している｡疾風怒溝の青年期を迎える時期に,健康に自信のないひ弱な?高校生が増えている

ことがうかがわれる｡

0%　　　　　20%　　　　　40%　　　　　60%　　　　　80%　　　　1 00%
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3)学校での生活(図3)

｢あなたは,学校で楽しくすごしていますか｣という問いに対して, ｢あまり楽しくない｣ ｢全

く楽しくない｣と否定的に回答した児童生徒は,小学生12.1%,中学生19.5%,高校生21.4%で,

ここでも高学年にしたがい,増加の傾向にある｡

継時的変化をみると,小学生は有意に増加の傾向にあるものの,高校生は有意に減少している

ことが明らかになった｡現在は,小学校,中学校での生活にくらべ,高校生活は楽しい傾向にあ

る｡

図3　1999年虞児き東児後生健心の義教細を

3　学校での生活
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4)家での生活(図4)

｢あなたは,家で楽しく過ごしていますか｣という質問に対して, ｢あまり楽しくない｣ ｢まっ

たく楽しくない｣と否定的に答えている児童生徒は,小学生8.7%,中学生18.3%,高校生

28.4%と高年齢化の傾向にある｡

継時的変化はみられなかった｡

図4　1999年露児き東児宣生錐心の義教調を

4　家での生活
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5)将来への心配(図5)

｢あなたは将来のことが心配ですか｣という問いに対して, ｢すこし心配である｣ ｢とても心配

である｣と回答した児童生徒は,小学生41.3%,中学生66.4%,高校生73.8%と4-7割の児童

生徒が将来を悲観していることが明らかになった｡

継時的変化をみるといずれの学年も有意に減少している｡これは,ある面よい傾向でもあるが,

一方,刹那的に生きる現代の若者の傾向とも受けとれよう｡
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6)疲れやすいと思う(図6)

｢あなたは,疲れやすいと思うことがありますか｣という問いに, ｢よくある｣と答えた児童

壁徒は,小学生49.0%,中学生65.5%,高校生67.0%であり,年齢が進むに従って増加している｡

継時的変化をみると,全学年において有意に増加しており,心身ともに｢エネルギーが低下し,

疲労感が回復しきれない｣心理的,身体的耐性のもろさをうかがわせる｡

図6　1999年鹿児島味児童生徒心の健康調査
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7)夜,脹れないこと(図7)

｢あなたは,夜,脹れないことがありますか｣という質問に, ｢よくある｣と回答した児童生

徒は,小学生27.1%,中学生25.6%,高校生23.8%であり,学年を問わず,約4人に1人が睡眠

障害を訴えている｡

継時的変化をみると全学年,有意に増加している｡過度の緊張感や生活リズムの乱れ,人間関

係での苦悩状況が推測される｡

図7　1999年鹿児島東児宣生綻心の億簾機番

7　夜脹れないこと

Sよくある

圏あまりない

984 989 999 984 989 999 984 989 999 �*ﾓ�2�3����������������･1..--い､ ��8耳爾��∴∴∴∴∵∴∴ ∴く86.7>∴ I_...+.I 末ﾈ�ｲ閂�����."罎�ｨ�j"�∴∴∴∴∴∴∴∴ ∴∴∴∴∴ ��h�bﾂ�"��h�h�h�b�I.X ･※ 潔 

く17.9 � � ����

∴∴∴∴-∴ ∴章..:.,..-,+..., 

∴∴∴.∴∴ 倡�鵤����ぺ�����

･∴∴∴∴∴∴∴∴ � ����

額閏 劔 ����

く27↓1>∵∴∴∴ 劔 薙ｨｹﾒ� ��

･′へ∵ �� ��

:∴ ∴∴ (..'i く12.0>! ぐ.i 三二 ��∴∴∴∴:∵∴ ∴∴∴∴∴∴∴ �� 末曝���������������ﾊF�畑�ﾂ闔｢�R�釐�ぴ�∴∴ -I_←′∴ ∴∴∵∴ �9h�2ﾕ��rrﾒ簽｢ﾓ｣ｴ､停粐襄�鞴��ｳｳｳ｣､蔦ｳ｢ﾙ?�闔ｩ?��耳+�粭停�※※. ※※ -｣ 

＼ � � ����

く19 凵����� ∴∴∴∴∴∴ 停褪ﾒ粐ﾔ奉�� ���｢�耳6x��｢��三一〝←"i 語義､つ1 ･÷一言 白粭綴定����づｦ陳ﾂ粤｣｢粐�定��耳ﾋ��奉ﾒ褪簫��

88 凵_ � ����

国 �>∴∴∴∴∴ �� �����*ﾓsCC����白ﾘ��褪粐�
_...(.㌔. ∴∴∴∴∴ ��

･-∴∴∴∴∴ � ����

C.勺.-i � �� ��

く13.8> 决j... ��剪�※※. ※ 

∴∴∴∴∴∵∴∴∴ � 倡�箚簫�� ��

888 � � ����

く19. � �� ��Κ����������"����h��� ��

I(.--.'!. 辻粐ｳ､停ﾕ��頷ﾂ簫簫ﾒ�X耳ﾋ��B��∴∴∴∴∴ 

渋畿繚認識こ 劔 �� 鐙�������������

く23.8 �,熊緩÷ �� �#羌ｲ� ���｢��������Δ������������������

･｢∴∴∴∴-∴∴∵ ∴∴:∴∴∴∴:∴∴ 凵��:∴∴∴ ∴↓-.-. 一二一∵)1 ��

18---- 

0%　　　　　　20%　　　　　40%　　　　　60%　　　　　80%　　　　1 00%



184 鹿児島大学教育学部研究紀要　人文･社会科掌編　第52巻(2001)

8)なんとなくさびしいと思うこと(図8)

｢あなたは,なんとなくさびしいと思うことがありますか｣の問いに, ｢よくある｣と回答し

た児童生徒は,小学生19.6%,中学生25.5%,高校生34.1%であった｡

継時的変化では,小学生,中学生で有意に増加していることが認められ,思春期の子どもたち

の孤独感情ゝ　不安感情の深刻さを思わせる｡親密な人間関係の希薄化など-,ゆたかな人間関係の

中でのあそび体験の減少などとも関連があるのではないだろうか｡

図8　1999筆書児き東児書生錐心の義教照査
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9)朝起きるのがつらいと思うこと(図9)

｢あなたは,朝起きるのがつらいと思うことがありますか｣の質問に, ｢よくある｣と答えた

児童生徒は,小学生54.5%,中学生71.0%,高校生68.4%である｡

継時的変化をみると,小学生,中学生で有意に増加している｡特に,児童生徒の5-7割にこ

の傾向がみられ,児童期からの退却現象(現実場面の回避,意欲の低下,不規則な生活リズムな

ど)を思わせる｡

図9　1999年鹿児島崇児童生徒心の億慮調査
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10)学校へ行きたくないと思うこと(図10)

｢あなたは,学校へ行きたくないと思うことがありますか｣という問いに, ｢よくある｣と答

えた児童生徒は,小学生20.7% (15年前の中学生と同程度),中学生34.1% (15年前の高校生と

同程度),高校生37.1%である｡ 1999年度学校基本調査(文部省)では,不登校(登校拒否)の

小学生∴中学生は,約13万人にのぼり,過去最高となっている｡中学生は, 41人に一人が不登校

の状態にあるという｡

継時的変化では,小学生,中学生で有意に増加の傾向にあり,不登校感情の低年齢化がうかが

える｡先述の｢3)学校での生活｣の結果と同じような傾向(小学生,中学生で増加,高校生で

減少)である｡ある意味では登校拒否感情は,多くの児童生徒に潜在化しており,親,教師とも

ども,彼らの精神的健康を配慮しなければならないことを意味している｡

図10　1999隼雄児き東児書生錐心の義教調査
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ll)食事をしたくないと思うこと(図11)

｢あなたは,食事をしたくないと思うことがありますか｣という質問に対して, ｢よくある｣

と答えた児童生徒は,小学生10.6%,中学生15.0%,高校生16.7%である｡

継時的変化をみると,中学生,高校生で有意に増加している｡著しい成熟,成長を遂げるこの

時期に,食欲不振を訴える生徒が高年齢化にあることは,ややもすると,大人になることへの拒

否などとの関連性をうかがわせる｡

図11 1999年轟児青果児童生錐心の義教検査
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12)すぐ不安になること(図12)

｢あなたは,すぐ不安になることがありますか｣という問いに, ｢よくある｣と回答した児童

生徒は,小学生30.2%,中学生42.1%,高校生43.6%である｡

継時的変化では,小学生のみが15年前から有憲に増加している｡中学生,高校生では, 15年前

からの大きな変化はみられない｡混沌とした社会的価値観におかれた状況の中で,自我同一性を

確立する過種で｢不安感情｣は,ある意味,当然の現象でもある｡ただし,小学生で増加の傾向

にあることは,脆弱な自我機能を形成する可能性もあり,今後の精神的発達が危惧される｡

図12　1999年摩児青果児書生錐心の義教調査

12　すぐ不安になること
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13)何をしても楽しくない(図13)

｢あなたは,何をしても楽しくないと思うことがありますか｣の質問に, ｢よくある｣と答え

た児童生徒は,小学生8.9%,中学生11.6%,高校生19.4%である｡高校生になるにつれ,増加

していることは,自我の拡散や混乱という神経症的行動に開通してくることが多い｡児童生徒の

発達課題に応じた,生き生きとした人間性ゆたかな感性教育が重要視されねばならないであろう｡

継時的変化をみると,これも小学生のみ, 15年前から有意に増加している｡興味,関心の低下,

無感動化などの心理的傾向がうかがわれる｡児童期から,人間としてのみずみずしい,ゆたかな

感性を育むことの重要性が問われているように思われる｡

図13　1999車庫児青果児宣生徒心の義教意を
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14)何のために生きているのかわからないと思うこと(図14)

｢あなたは,何のために生きているのかわからないと思うことがありますか｣という質問に対

して, ｢よくある｣と回答した児童生徒は,小学生18.2%,中学生26.7%,高校生29.8%である｡

継時的変化では,小学生,中学生が有意に増加している｡何のために生きているのかわからな

いという,､｢生きる意味の喪失感情｣は,ここ数年の私立学校の増加と受験戦争への拍車の結果

とも受けとれよう｡鹿児島県の子どもにかける教育費は,全国でもトップレベルである｡自発的,

積極的に,自己の生きる意味のためにベストを尽くすというよりも,親や教師の期待に,受動的

に｢よい子｣としてふるまう空虚な子どもたちが増えているのかもしれない｡

図14　1999年轟児青果児書生錐心の義教績董 Sよくある

圏あまりない
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15)死んでしまいたいと思うこと(図15)

｢あなたは,死んでしまいたいと思うことがありますか｣という問いに, ｢よくある｣ ｢少しあ

る｣と回答した児童生徒は,小学生29.0%,中学生40.4%,高校生36.9%であり,中学生が高校

生を上回る数値が示された｡児童生徒にわき起こる｢死にたい｣という願望は,大人が思ってい

る以上に高い割合を示すといわれる｡中学生,高校生の自殺がここ10年間でクローズアップされ

ているが,児童生徒の約3-4割が希死念膚を有していることは,特定の誘因と結びつけば　行

動化(自殺行為)に結びつくことを予測しておく必要がある｡自殺には,多くの場合,予告サイ

ンがあるといわれることも注目しておく必要がある｡

継時的変化をみると,全学年で有意に増加の傾向がみられる｡米国の若者の自殺の多くの理由

は, ｢生きる意味の喪失である｣という｡本研究でもその傾向がうかがわれ,子どもの抑うつ化

が懸念される｡耐性虚弱の,死に急ぐ子どもたちが増えているともいえるが,個人内では,死に

たいほどの苦悩を抱えているともいえよう｡自我の傷つきやすい子どもたちに対する不用意な言

動(叱咤激励など)は,逆効果になることにもきづいておく必要がある｡従って,子どもたちの

心の叫びに耳を傾け,洞察する眼のもてる親,教師の感受性が問われているのである｡
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16)悩みや心配ごと(図16)

｢あなたは,悩みや心配ごとがありますか｣という質問に対して, ｢ある｣と答えた児童生徒

は,小学生55.0%,中学生66.1%,高校生70.9%である｡

継時的変化では,中学生,高校生が15年前言10年前に比べ,有意に減少している｡文部省ス

クールカウンセラー派遣事業や,心の教室相談員派遣事業,市町村教育委員会での教育相談活動

の充実など',子どもたちにとって,相談できる相手,秘密を守ってもらえる時空間が増えたこと

の反映でもあろう(｢30)悩みや心配ごとの相談｣ (図30)を参照)｡一方, ｢人間は,苦悩する存

在｣でもある(フランクル)｡悩みがない実存的空虚の児童生徒も含めて,いかに苦悩するかと

いう対時のありようを考察しておく必要がある｡

図16　1999年露児き東児宣生徒心の鍵長調を

16　悩みや心配ごと
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17)こわい夢をみること(図17)

｢あなたは,夜こわい夢をみることがありますか｣という問いに, ｢よくある｣と回答した児

童生徒は,小学生47.6%,中学生36.6%,高校生32.7%と,低学年になるほど高い出現率である｡

継時的変化をみると,小学生,中学生,高校生,いずれも高率に増加している｡夢は, ｢稿神

言語｣ともいわれるように,夢が瞞い内容のものである場合,子どもたちの無意識の世界に漠然

とした恐怖感が潜在しているように思われる｡

図17　1999年寄児青果児書生徴心の義教績査

17　こわい夢を見ること
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18)動悸がしたり胸が苦しくなること(図18)

｢あなたは,動悸がしたり,胸が苦しくなったりすることがありますか｣という質問に対して,

｢ある｣と答えた児童生徒は,小学生27.1%,中学生35.8%,高校生36.3%である｡

維持的変化では,全学年,有意に増加している｡動悸や胸苦しさは, ｢不安の指標｣ともいわ

れ,何かしらの不安感情をつよくいださやすい児童生徒像がうかがわれる｡

図18 1999年轟児青果児書生雄心の義教細を

18　動睦がしたり胸が苦しくなること
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19)腹痛や頭痛がすること(図19)

｢あなたは,おなかが痛くなったり,頭が痛くなったりすることがありますか｣という問いに,

｢よくある｣と答えた胆董生徒は,小学生34.3%,中学生50.4%,高校生45.3%と,特に中学生

が高く, 2人に1人は,腹痛や頭痛を感じていることが認められた｡

継時的変化をみると,いずれの学年においても有意に増加の傾向がみられる｡不定愁訴の多く

は,腹痛や頭痛であることから,その｢身体言語｣の意味,背景を洞察しておく必要があろう｡

図19 1999年鹿児島撮児宣生徒心の個展調査

19　腹痛や頭痛がすること
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20)めまいや立ちくらみがすること(図20)

｢あなたは,めまいや立ちくらみがすることがありますか｣という質問に, ｢ある｣と答えた

児童生徒は,小学生26.3%,中学生52.3%,高校生57.7%である｡

維持的変化をみると小学生,中学生,高校生,すべて有意に増加している｡めまい,立ちくら

みは,心身症やヒステリーなどでもみられることから,心理的面への配慮は不可欠であると思わ

れる｡

図20 1999年鹿児島撮児童生徒心の個廉調査

20　めまいや立ちくらみがすること
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21)手足のしびれや冷たくなること(図21)

｢あなたは,手や足がしびれたり,冷たくなったりすることがありますか｣という問いに対し

て, ｢ある｣と回答した児童生徒は,小学生24.9%,中学生23.8%,高校生20.9%である｡

継時的変化では,全学年,有意に減少していることが明らかになった｡

図21 1999年鹿児島蝿児童生徒心の億簾鵬董

21手足のしびれや冷たくなること
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22)下痢や便秘になること(図22)

｢あなたは,下痢や便秘になることがありますか｣という問いに, ｢よくある｣と答えた児童

生徒は,小学生9.6%,中学生16.8%,高校生26.5%である｡

継時的変化では,全学年,有意な増加がみられる｡最近,学校で排便をしない子どもたちが増

えている､とい.われるが,人間の基本的な生理的欲求までも恥とし,抑圧してしまう傾向を感じ

る｡

図22 1999年轟児き東児宣生徴心の億雑器査

22　下痢や便秘になること
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23)からだの病気への心配(図23)

｢あなたは,からだの病気になるのではないかと心配になることがありますか｣という問いに,

｢ある｣と回答した児童生徒は,小学生19.4%,中学生17.1%,高校生24.3%である｡

継時的変化をみると,小学生のみが, 10年前に比べ,有意に増加している｡未熟で傷つきやす

い自我を有する児童生徒は,耐え難い困難な状況に対して,疾病利得(身体症状)を訴えること

が多い｡対症療法的に身体疾患の治療をするだけでなく,むしろ｢身体言語｣として,その症状

の心理的意味を洞察し,その意味-かかわる必要がある｡

図23 1999年轟児島東児宣生徴心の義簾細を

23　体の病気への心配
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24)心の病気への心配(図24)

｢あなたは,心の病気になるのではないかと心配になることがありますか｣という質問に,

｢ある｣と答えた児童生徒は,小学生11.0%,中学生9.8%,高校生14.1%である｡

継時的変化では, ｢23)からだの病気への心配｣と同様,小学生のみが, 15年前に比べ有意

に増加している｡心身の病気を心配する小学生が増えていることは,思春期前期の心性として不

安定な精神世界(神経症的不安感情)をうかがわせる｡

図24 1999車庫児き東児書生錐心の億簾調査

24　心の病気への心配
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25)父母と意見が合わないこと(図25)

｢あなたは,ふだんの生活の中で,お父さんやお母さんと意見が合わないことがありますか｣

という問いに, ｢ある｣と回答した児童生徒は,小学生47.6%,中学生58.9%,高校生67.9%で

ある｡

継時的変化をみると,高校生に変化がみられる｡つまり, 15年前の69.4%が10年前に59.1%へ

減少したにもかかわらず,今回67.9%に有意に増加している｡中学生,高校生に高い出現率がみ

られるのは,発達課題的に第二反抗期(第二自我形成期)の反映と思われる｡しかし,思春期前

期の小学生に若干の減少傾向がみられることは,逆に自我形成への影響が懸念される｡

図25 1999年度児き蝿児童生徒心の強震調査

25　父母と意見が合わないこと
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26)早く大人になりたいと思う(図26)

｢あなたは,早く大人になりたいと思いますか｣という質問に, ｢早く大人になりたいと思

う｣と答えた児童生徒は,小学生47.4%,中学生52.2%,高校生53.9%と高学年になるほど高く

なっている｡

継時的変化をみても,いずれの学年でも有意に増加している｡大人になることは,乳幼児期か

らの発達課題を集大成し,新しい数日の個性的存在として,自己を確立し,その自己を現実社会

に位置づげ,独立することを意味する｡その意味では,親や社会からの保護,依存的生活から,

自主的,自立的生活への脱皮ともいえる｡

図26 1999年轟児き東児書生錐心の義教調査

26　早く大人になりたいと思う
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27)家を出て遠くへ行きたいと思う(図27)

｢あなたは,家を出て遠くへ行ってしまいたいと思うことがありますか｣という問いに, ｢あ

る｣と回答した児童生徒は,小学生28.1%,中学生53.0%,高校生72.0%である｡特に高校生の

7割が家庭や学校での束縛からの解放を望んでいることがうかがわれる｡また･,今回の調査では,

離島部の高校生全員(loo‰)が家を出たいと回答しているのが特徴であった｡

継時的変化では,全学年において,有意に増加している｡独立心という意味では積極的である｡

反面,いわゆる｢自己中心的｣人間が無責任な自由を求める現実逃避にも思われるが-｡

図27 1999年鹿児島東児書生健心の義教調査

27　家を出て遠くへ行きたいと思う
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28)親に反抗したい(図28)

｢あなたは,親に乱暴な口をきいたり,暴れたりしたいと思うことがありますか｣という質問

に, ｢ある｣と答えた児童生徒は,小学生33.9% (15年前の高校生と同程度),中学生45.9%,高

校生39.7%と,中学生が最も高いことが認められた｡

継時的変化をみると,どの学年も有意に増加していることが明らかになった｡第二自我形成期

(第二反抗期)にある思春期に｢親に反抗したい｣という気持ちは健全な発達課題であるが,一

方で,抑制された感情を適切に開放できる環境も必要になると思われる｡歪んだ形で表面化する

家庭内暴力は,抑圧された感情の反動のように思われる｡

図28 1999年慶児青果児宣生徒心の義教調査

28親に反抗したい
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29)先生に反抗したい(図29)

｢あなたは,先生に乱暴な口をきいたり,暴れたりしたいと思うことがありますか｣の問いに,

｢ある｣と答えた児童生徒は,小学生18.2%,中学生39.9%,高校生33.2%である｡

継時的変化をみると,中学生のみが, 15年前, 10年前に比べ,有意に増加している｡ここ数年,

学級崩壊が問題にされているが,ある意味では,管理体制の強化による反発,セルフコントロー

ルのまずさ(ムカつき,すぐキレる子どもたち)などの反映にも思われる｡

図29 1999年轟児島東児書生従心の義教照査

29　先生に反抗したい
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30)悩みや心配ごとの相談(図30)

｢あなたは,悩みや心配ごとがあるとき,人に相談したことがありますか｣という問いに対し

て, ｢ある｣と回答した児童生徒は,小学生50.9%,中学生62.5%,高校生69.9%である｡

継時的変化では,中学生,高校生が10年前に比べ,有意に増加している｡ ｢16)悩みや心配｣

でも論述､したように,相談できる人的資源が増えたことも,結果に影響を与えているものと思わ

れる｡

図30 1999年轟児青果児書生健心の義簾検査

30悩みや心配ごとの相談
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以上, 1)一30)項目について述べてきたが,以下に,印象を述べる｡

*小学生: (増加している項目) ｢1)毎日の気分がよくない｣ ｢3)学校が楽しくない｣ ｢6)痩

れやすい｣ ｢7)夜脹れない｣ ｢8)さびしい｣ ｢9)朝起きるのがつ

らい｣ ｢10)学校へ行きたくない｣ ｢12)すぐ不安になる｣ ｢13)何を

しても楽しくない｣ ｢14)何のために生きているのかわからない｣

｢15)死んでしまいたい｣ ｢17)怖い夢をみる｣ ｢18)動悸や胸苦し

さ｣ ｢19)腹痛や頭痛｣ ｢20)めまいや立ちくらみ｣ ｢22)下痢や便

秘｣ ｢23)体の病気の心配｣ ｢24)心の病気の心配｣ ｢26)早く大人に

なりたい｣ ｢27)家を出たい｣ ｢28)親に反抗したい｣ (計21項目)

(減少している項目) ｢5)将来が心配｣ ｢21)手足のしびれや冷感｣ (計2項目)

*中学生: (増加している項目) ｢1)毎日の気分がよくない｣ ｢6)疲れやすい｣ ｢7)夜脹れな

い｣ ｢8)さびしい｣ ｢9)朝起きるのがつらい｣ ｢10)学校へ行きた

くない｣ ｢11)食事をしたくない｣ ｢14)何のために生きているのかわ

からない｣ ｢15)死んでしまいたい｣ ｢17)怖い夢をみる｣ ｢18)動悸

や胸苦しさ｣ ｢19)腹痛や頭痛｣ ｢20)めまいや立ちくらみ｣ ｢22)下

痢や便秘｣ ｢26)早く大人になりたい｣ ｢27)家を出たい｣ ｢28)親に

反抗したい｣ ｢29)先生に反抗したい｣ ｢30)悩みを相談した｣ (計19

項目)

(減少している項目) ｢5)将来が心配｣ ｢16)悩みや心配ごとがある｣ ｢21)手足のし

びれや冷感｣ (計3項目)

*高校生: (増加している項目) ｢2)健康に対する自信がない｣ ｢6)疲れやすい｣ ｢7)夜脹れ

ない｣ ｢11)食事をしたくない｣ ｢17)怖い夢をみる｣ ｢18)動悸や胸

苦しさ｣ ｢19)腹痛や頭痛｣ ｢20)めまいや立ちくらみ｣ ｢22)下痢や

便秘｣ ｢25)親と意見が合わない｣ ｢26)早く大人になりたい｣ ｢27)

家を出たい｣ ｢28)親に反抗したい｣ ｢30)悩みを相談した｣ (計14項目)

(減少している項目) ｢3)学校が楽しくない｣ ｢5)将来が心配｣ ｢15)死んでしまい

たい｣ ｢16)悩みや心配ごとがある｣ ｢21)手足のしびれや冷感｣ (汁

5項目)

不健全さを示す項目や程度は,小学生で最も高い｡特に,毎日が憂うつで楽しくなく,身体的不

調を訴え,現実逃避的で興味や関心さえも喪失しがちな抑うつ的,神経症的な小学生が増加してい

る｡ ｢心や体の病気｣を心配する小学生が増えていることは,未熟で傷つきやすい自我が,困難な

状況で身体症状を惹起し,進学に熱心な私立中学校への受験競争,戸外での集団による遊び体験の
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不足などが関与しているように思われる｡中学生に対する配慮のみならず,問題を重篤化させない

ためにも,小学生からのアプローチは不可欠に思われる｡

また,学校生活に疲れ,睡眠や食事に違和感をもち,生きていく姿勢に苦悩する中学生が増えて

いることも明らかになった｡

一方,高校生は,小学生,中学生に比べ,不健康さの増加率は低く,悩みや心配ごとも軽減し,

学校生活も楽しいことがうかがわれる｡まだ　個性的な自己を確立し,成人社会の中で独立をかち

とるエネルギーも感じる｡

全体的に,不安,抑うつ,心気的,心身症的,神経症的感情は低年齢化しているように思われる｡

このことは,成長加速,成熟前傾がすすむ一方で,未熟で脆弱な自我が形成されてきたことを示唆

しているように思われる｡つまり,児童生徒にとって重要な発達課題である自我形成や自己確立の

問題とも開通しているように思われる｡また,それは現代の児童生徒のストレス状況(大人社会の

リストラ化,家庭内の過度の期待や過干渉･過保護など)とも関連しており,臨床的にその意味や

背景を洞察しておく必要がある｡特に,学校保健,思春期保健にたずさわる者には,十分に児童生

徒の｢生きる意味｣について洞察し,共感し,受容していく態度が求められる｡アンケートの分析

結果によれはぎ, ｢何をしても楽しくなく,すぐ不安になり,何のために生きているのか分からず,

死んでしまいたい,心も体も病気ではないか｣という生き方をしている児童生徒の存在がみられた

ことに,十分配慮すべきであろう｡教科専任主義だけでなく,一人一人の人間-の教育的かかわり

ができるような教師自身の感性ゆだかな人間的成長も大切になると思われる｡

(2)クロス集計の結果とその臨床的意喰

竃算処理(SPSS)により,大別して｢学校-行きたくない｣ ｢死にたい｣ ｢体の病気の心配｣

｢心の病気の心配｣の四項目に視点をあて,小学校6年,中学校2年,高校2年,男女別について

クロス集計を試みた｡

I) ｢学校-行きたくない｣の臨床的意味(表1)

表1に示されるように, ｢学校へ行きたくない｣という児童生徒のパーソナリティー状況は,

｢毎日の気分がよくない,学校が楽しくない,疲れやすい,すぐ不安になる,死にたい｣の項目

と,きわめて密接な関係を有していた｡このことは,登校拒否のパーソナリティー状況をかなり

明確に反映しているものと思われる｡特に,今回新たに質問項目に付加した｢親友の有無｣につ

いても,小学生女子,中学生男女に登校拒否感情との密接な関係が見られることが明らかになっ

た｡登校拒否感情は,人間関係的状況(過度の自我関与)により影響を受けやすいことから,皮

人関係のありよう-も配慮が必要に思われる｡

登校拒否の一般的初期症状として,身体的訴え(腹痛･頭痛,動悸･胸苦しさなど)をするこ

とが多いが,このデータにもその傾向が認められる｡彼らの心理的状況は,不安感情,悲観的感
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情,抑うつ感情,特に希死感情がつよく, ｢生きる慧味の危機的喪失的状態｣が明確に反映して

いるものと理解される｡また,彼らは,表面的には｢よい子｣のイメージを保ちながら,内面的

にはかなりのコンフリクト状況にあり,親や教師に対する｢反抗したい｣という感情を有してい

る｡このことは,自己主張を表明できないため,内部緊張を有しながら抑圧的世界に住んでいる

ことを意味しているように思われる｡

登校拒否の人間にとっての真の自己主張とは, ｢登校拒否｣という行動的意味表現であると筆

者らはとらえている｡これは,これまでの｢よい子｣の仮面をかなぐり捨てて,真の自我,自己

の確立に向かっての意味表現として理解することができよう｡したがって,親や教師がただひた

すら登校刺激を与えても,自己防衛的,自己破壊的になるばかりであり,内面からの発達的変化

表1　0兜き撮県℡隻纏めの置細アンケート細筆(leee)

r手機へ宿きたくない｣

字義 傅ﾈ鬨ｶ�X��剪�嚥`2章 劔z���鬨ｶ�)D��

憾細 俎x薰�凛�薰�掃手 凛�薰�仆ｸ薰�裏手 

重義麓著書億×一人っ子 ×郵日の義持elよく尊い ×○○にさきか尊い ��h�h�b��h�h�b�ﾈ���� ����h�h�b� 

※※ ※※※ 潔 潔 ※※ ※※※ ※※ 潔 ※※※ ※※※ 潔 ※ ※※※ �� ��h�h�b�※※ 

×い 劍�h�b���h�b� 佇���h�h�b�※※※ 

×章か章tJ<譲い ×絡義か〇m 劔劔※ 潔 

×章九やすい 劍�h�b�� 

×〇九8い ×さびしい �� ��劍ﾈ���h�b�※※※ 

※ ×日置eo細さ ×宣教事後 ×春慶C=きる ��劔��h�h�b��h�h�b�※※ 

ヽ○ ×Mをして0番LJ-食い ����h�b��� �� 

※※※ ×生の着実賞 ×嬬Iこたい ×〃8.06 劍�h�h�b��h�h�b��h�b�

※※※ ※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ 潔 潔 ※ 

潔 ※ ※※ ��凵ｦ ※※※ ※※ 潔 潔 ※※※ 潔 

×後篇かい禽い ×基い事をaる ×℡場.青書しき ×○章.書籍 劍�h�b�ﾈ���h�h�b��h�h�b��h�h�b��h�b�

潔 

×eまい.握るくらa ×手島のLIび九重 ×下細.置場 ×鱒の〃重のem ×めの嘉重のee X〃との不一置 劔※※※ ※ ※※※ 潔 ※※※ 潔 ※※※ 潔 劍�h�b��h�h�b��b��h�h�b��h�b�

×大人にきりたい 劍�h�b�

×章を出たい ×細への轟然 剪�佇��凵ｦ※ ※※ 

×鵜豊への田継 ×〃aの物置 劔劔 

BI X**:P<0.01 %*:P<0.01 *:P<C･q
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はみられないことになる｡登校拒否という行動の変化が実現されるためには,彼らの人格的発達

(自我や自己の両体制化)が促進されねばならない｡登校拒否という状態像は,彼らの自己実現

傾向としての意味表現であり,その意味へのかかわりが深化し,促進される時,真の変化があら
●   ●   ●   ●   ●                                                ●   ●   ●   ●   ●

われてくる｡ ｢子どもは親や教師の言うとおりにしないが,親や教師のするとおりにする｣とい
●   ●   ●   ●

うある地方での言い伝えは,実は大人のありようを意味深く問うているのである｡

2) ｢死んでしまいたい｣の臨床的意味(表2)

児童生徒の自殺,特にいじめによる自殺が,ときおりマスメディアで大きく取り上げられてい

る｡その多くは, ｢明るくて,活発な子どもたったのに｣という印象が述べられている｡しかし,

家庭でも学校でも,自殺のサインに気づき,適切な配慮がなされていないことも多い｡

表2　　　0gEき続騰℡生復命の置○アンケート○書く1999)

r死んでしまいたい一

基準 ���鬨ｶ�X��剪�嚥`2章 劔事後字義2年 

憾細 ��ﾈ薰�裏手 剩ｭ雷 剽｠手 剽v子 剽｠手 

観にたい×"一人っ子 ×軍容の重分かよく8い ×置〃l=〃IClBい �� � � 凵ｦ ※ 凵ｦ 

×字義が義LAない ×裏か義tJ<縫い ×意義か○○ ×〃暮しや青い �� �� �� 劔※※ ※※※ ※※ ※※ 

潔 �� ����

※ � 

潔 � 

×〇九尊い ×さびしい ×日置あの書き ×教義経基置 ��b��h�h�b��h�h�b��h�h�b��h�h�b��h�h�b��h�h�b��h�h�b��h�b��h�h�b�

×食後事後 ×事まに慮る ×MeLでも葉LJ<食い ×生の霊異〃 劔劔※※ 

※※ 

×ta.oe ×〃義がい譲い ×購い●きめる 劔※ 劔※ 潔 剏� ※※ 

※※ ��凵ｦ※ 

×〃機.〇番しき ×○籍.○籍 劔劔凵ｦ※※ ※ 

※ ※ 凵ｦ ※※ ×eまい.直るくらa 劔劔※. ※※. 潔. 凵ｦ ※※※ ※※※ ※※ 

×手島のしび章●置 ×下細.置種 ×録の細管の○○ Xoの青書の○○ ×置との事一義 ×大人になりたい ×教を出たい ×寒への層観 ×鋸豊への展観 ×○○の鱒置 ��b��b��b��h�h�b��h�b��h�b�

潔 ※ �� 剪�

瞳) ※※※:p<0.001 ※※:p<0.01 ※:p<0.08
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表2に示されるように, ｢死んでしまいたい｣群は, ｢毎日の気分がよくない,疲れやすい,学

校に行きたくない,すぐ不安になる,何のために生きているのかわからない,悩みや心配ごとが

ある,心の病気が心配,家を出たい｣の各項目ときわめて高い相関を示した｡希死念慮的感情を

有する児童生徒は,さびしく,不安な感情が強く,毎日憂うつであり,何のために生きているの

か分らない,という心理的世界(抑うつ的感情世界)に住んでいることになる｡

このような子どもたちの心理的世界を適切に認知することは重要なことであるが,さらに重要

なことは,子どもたちから信頼され,相談をもちかけられるような｢大人｣として存在すること

である｡子どもたちは,真に自分を受容してくれる｢大人｣に出会った時,率直に自分の気持ち

を表明するものである｡このような真実(real)の関係の中で,語り合い,語りつくすことに

よって,よりよく生きたいという自己実現的な生き方がわき出てくるものである｡大人の側の自

己実現的な生き方が,子どもの生き方に反映することを忘れてはならない｡

3) ｢体の病気の心配｣の臨床的意味(表3)

表3に示されるように, ｢体の病気の心配｣をしている児童生徒は,学年や性別に関係なく,

｢健康に自信がない,すぐ不安になる｣という感情と,きわめて高い相関が認められた｡このこと

は,不定愁訴的に身体の不調を感じている児童生徒は,心理的に不安定な状態にあることを示し

ている｡身体の病気の訴えの背景には,不安感情が反映する場合がありうるとも考えられる｡

親は無論のこと,特に学級担任,養護教諭においては,児童生徒がしばしば訴える身体的不調

に対して,その心理的意味を洞察し,適切な教育的配慮のもとに援助していくことが望まれる｡

児童生徒の表面的な行動にのみとらわれることなく,彼らの訴える意味表現を感知できるような

人間的感性を持つことが重要であろう｡

さらに, ｢体の病気の心配｣を有する辞は, ｢疲れやすい｣ ｢腹痛,頭痛｣などと密接な関係が

あり,小学生から高校生まで男女を問わず,高い相関が認められた｡このことは, ｢体の病気の

心配｣群において,心身の耐性虚弱,心気的,心身症的な意味が存在していることに気づいてお

くべきであろう｡特に,このような訴えに対して対症療法的に理解するだけでなく,心理的葛藤

やさまざまなストレス状況による身体化現象(身体言語)として受けとめること,さらに人間の

身体は｢意味器官｣としてのメカニズムを有することなど,深く洞察できる臨床的直観も必要に

なる｡
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表3　　轟帰農撮児書生徴命の教書アンケート調を(1eeO)

r鴨の病寓のふ配｣

学年 傅ﾈｧy�iD��剪�M録2年 劍��*ｸ鬨�ﾃ)D��

憾l馴 兀����傚x薰�男子 凛�薰��&ｨ薰�女子 

録の意義×一人っ子 ×徴日の賀分かよく繕い ×置〃Iこさきがない ��h�h�b��h�b���b��b�※ 潔 潔 ※※※ ※※ ※※※ ※ 潔 潔 ※※ ��h�b��h�b���b��h�h�b��b�※ 

×準韓か嚢tJ<8い ×軍af葉L<繕い ×縛実かee 劔劔※ ※ 

×書九やすい ��b��b���h�b�劍�h�b�ﾈ���h�b�ﾈ��

×車種8い 劍�b���h�b��b�凵ｦ ※※ ※※※ ※※ ※ ※ ※※ 

×さびしい 劔����h�b��h�h�b��h�b��h�h�b��h�h�b��h�h�b��h�b��h�h�b��h�b��b��h�h�b��b�

×言継あの細さ ��b�

×登繊提苦さ ��h�h�b�

×食種本纏 ×本曇に磨る ×何をしても葉tJ<8g:い ×生の裏異類 劔��h�b� 

※※ ※. ��凵ｦ 潔 ※※ 

×死にたい 劔劍�h�h�b�

賀ea.ふ話 ×種重がいない ×購い夢きめる 劔劍�h�h�b�ﾈ��

×重機.寄書しき 劔劍�h�b�

×〃掃.書籍 劔��h�b��h�b��h�h�b��h�b���b�

※※. ��×めまい.立ちくらa ×手足のしぴ九重 ×下鯛.億a 劔劍�h�b��h�h�b��h�h�b��h�b��h�b�

×心の意義のeB ×農との本一級 ×大人lこ練りたい 劔※ ※ 

潔 ※※ ×書き出たい 劍ﾈ��

×蝿への腰競 劍�h�b�

×先生への反義 ×魅めの調教 劔佇��

逮) ※※※:p<0.001 ※※:P<0.01 ※:p<0.05

4) ｢心の病気の心配｣ (表4)

前述したように,心と体は,いわば表裏一体の関係であり,心身-加のことばにも表現される

通りである｡ ｢健全なる精神は,健全なる身体に宿る｣だけでなく, ｢健全なる身体は,健全なる

精神に宿る｣とも言えよう｡表4に示されるように, ｢心の病気の心配｣辞は,特に, ｢何のため

に生きているかわからない,死んでしまいたい,悩みや心配ごとがある｣という項目と,きわめ

て高い相関を有していることが認められた｡いわゆる,抑うつ感情を中心とした神経症的状態の

反映であり,希死念膚などの自己喪失的状態を反映しているものと理解される｡

さらに, ｢動悸や胸苦しさがある｣などの不安発作様の感情や心気的感情を中心とした神経症

的状態を反映している面に注意しなければならない｡



久笛･餅原･石原･森吉･羅:児童期･青年期の精神的健康に関する心理学的研究(第11報)　　213

これらの危機的状態に対時していくためには,慎重なかかわりが配慮されねばならない｡ここ

でも,児童生徒の心の叫びを傾聴できる耳と,それを洞察できる眼(まなこ)とが基本的に必要

となる｡

表4　　電場重複兜賞生徴心の義教アンケート細筆(130o)

rめの病錨のふEI

学年 傅ﾈ鬩5｣iD��剪�囁@2準 刳�恷嚥`2年 

憾績 兀����裏手 剽｠手 凛�薰�男手 ��磯b�

命の徽章×一人っ子 ×寄日の義持かよくない ×置細lこきtIbf8い ��b��h�b��h�b��b��h�h�b��b��h�h�b��h�b�※※ ※※ ※※ 剏� ※ ※※ ※※ 潔 ※※※ ※※ ※※ ��h�b��b��b��h�h�b��h�h�b� ��b��h�b��h�b�

※※ 

×字義が真LJ<ない 劔凵ｦ※ 

×農か築Ltない ×持家が○○ ×章九やすい 劔凵ｦ※※ ※※ ※※※ 

×lI九ない 凵ｦ※※ 

×さびしい 凵ｦ※※ ※※※ 

潔 

×日章あの置き ×霊峰縄書き 劔凵ｦ ※※※ ※※※ ※※※ 

×重義事後 ×本妻lこ磨る ×何をしても葉LJ<8g:い ×生の裏兵長 ×舞にたい ×〃鼻.oE ×細をofいない ×購い書きaる 劔��h�b�

※. ������h�b�

※※※ ※ ※※※ 佇���h�h�b��h�b��h�h�b� 

※※ ※※ 

※※. 

×○機.掃著しさ 劔��h�b��h�b�

※※. ※. 劔��b�×○掃.○籍 劔※ ※※※ 潔 ※※ 

×eまい.立ちくらa 劔凵ｦ ※※※ ��b�

×手足のしび丸さ 劔劍ﾈ��

×下農.直す 劔劍ﾈ��

×録の徽章のoE ×農との不一強 ×大人I=穣∪たい ×農を出たい ×〃への展観 ×先生への層繍 ×先生への層縛 劔凵ｦ※※ ※ ��h�b�

※※. 潔. 

塗) ※※※ :P<0.001 ※※ :P<0.01 ※:p<0.05

Ⅳ〟考　　察

現代の児童生徒の精神的健康をとりまく心理社会的環境は,必ずしも良好であるとは言い難い｡

｢核家族化｣は切磋琢磨の関係を笑わしめ, ｢高学歴化｣は,あそび仲間やあそび体験を奮い去り,

｢都市化｣は直接体験を喪失せしめ, ｢経済化｣は過食,飽食を煽り, ｢高齢化｣は生活習慣病を中
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心とした疾病の増加に拍車をかけてきた｡

一方では,このような心理社会的背景により, ｢ムカつき,キレる｣ ｢いじめ自殺｣ ｢学級崩壊｣

などの新用語が生まれてきたことなどは,児童生徒の精神的健康が危機的状況にあることを物語っ

ていると思われる｡

子どもたちの問題行動は,図31に示すように,大人の生き方の反映であると思われる｡そのあり

ようは,子どものみの責任でなく,大人の形成してきた心理社会的病理状況にまきこまれるという

危機的要因が存在している｡

社会的状況

自我形成状況

I I ��

I ��

I I I 儼�yﾘﾋｸ�ｲ�

(轢)___// I l ヽ ヽ ヽ 

家族状況

学校教育状況

図31 (自我形成のあり方と病理現象の出現様式)

精神的に不健康な人間,たとえば登校拒否人間は,多かれ少なかれ生きる意味の拡散的状況,喪

失的状況にあることが臨床的に知られている｡彼らの多くは,不まじめで,不誠実さのために,不

登校人間になっているのではなく,むしろ,まじめで,誠実な人間であり,家庭や学校においては

｢よい子｣といわれている人間である｡家庭や学校においては適応的であり,一人の人間としては

自己内に苦悩する存在ということができる｡いいかえれば,社会的には(過剰)適応的であり,価

人的(情緒的･自我状況的)には不適応的である,という児童生徒が増えつつある｡

一人の統合した人間であるはずなのに,どちらが真実なる個人なのか,あるいは仮面をかぶった

人間なのか,理解しがたいという現象がおきている｡ ｢今,ここで｣出会っている人間がいったい

誰なのか,不透明で拡散的な人間関係状況が,そこ,ここにみられるのである｡

困ったことに,当の本人もどちらが真実なる自分なのか,不明確で混乱的状況に陥る人間も増え

ている｡ ｢私でない私｣を｢私である私｣と思い込み,行動を開始してみると,すべての行動経験
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は, ｢私である私｣としての自己決定のみが問われ, ｢私でない私｣という仮面をひきはがされ,挫

折的状況に追い込まれる｡ ｢生きる意味｣を失っている人間とは,自己喪失的であり, ｢私でない

私｣を本当の自分と思い込んでいるのである｡

現代の子どもたちは,生きる意味を求めてさまよっているともいえよう｡たとえば　登校拒否や

選択性絨黙の子どもたちは,誰よりも登校することや話すことに強い自我関与を抱いていることが

多い｡その強すぎる自我関与のために,学校という人間関係的状況は,彼らにとって,高い不安と

緊張の場に変わりはててしまう｡その場が彼らにとって,危機的で,苦悩的状況として意味づけら

れ,関係づけられたとき,回避的,逃避的行動(症状)が出現してくる｡

かくして,家にひきこもった子どもたちは,誰よりも｢登校しなければならない｣ ｢話さなけれ

ばならない｣という感情のもとに苦悩するのである｡ ｢よりよく生きよう｣として苦悩している存

在ともいえる｡しかし,登校し,友人との会話をするほどの｢自我の強さ｣は存在せず,引きこも

りの苦悩体験の中で,自己修業を続けるのである｡ある意味では,登校し,おしゃべりをしている

人間よりも,彼らは苦悩状況を自ら経験しているともいうことができる｡このような状況での生き

方は,世間一般でいわれるように,怠惰な生き方をしているわけではない｡むしろ, ｢自分らしく

生きること｣ -の模索的行動として理解すべきであろう｡ ｢人間とは苦悩する存在である｣と,フ

ランクルが示唆したように,自己実現的に生きようとする人間にとって,その苦悩体験に｢どのよ

うに対鴫するか｣が重要な意味をもつのである｡

自己実現的傾向(潜在的可能性)は,有機体の自己成長エネ)レキーともいえる｡大人も子どもも,

人間すべてが,内在的に根元的に有している基本的欲求である｡人間は誰でも｢今よりも,さらに

よりよく生きたい｣という欲求を有しており,むしろ,そのために挫折したり混乱したりし,苦悩

することがある｡このような場合,その個人の｢生きる意味｣のありようが問われる｡

自己実現的に生きる人間は,自己-の｢気づき｣があり,その自己を｢受け入れ｣ており,その

自己を｢実現化｣している存在である｡ ｢気づき(自己洞察)｣の内容は,その個人にとって,否定

し,拒否したいものもあるはずである｡それでも,その内容は,その個人の本質的属性として存在

しているものである｡その本質的属性を否定して生きようとする時,自分自身の存在の否定になら

ざるを得ない｡ ｢気づき｣は｢受け入れ｣ -と変化していくことが重要である｡ ｢受け入れ(自己受

杏)｣へのプロセスは相当の苦悩を伴うものである｡ ｢他ならぬこの自分｣を受け入れることが,ど

れほど困難であるがということに気づかされたとき,他人を受容することは,さらに困難であると

いうことも理解しなければならない｡ブレイク･ダウン症候辞の多くは,自己否定=他者否定とい

う関係状況で,もがき,あがいているといってもよい｡

｢気づき｣をもち, ｢受け入れ｣ができるようになると,真実なる自分の｢実現化｣が示される｡

弱きや強さ,喜びや悲しみを背負った人間は,感性豊かであり,悩みと対時し,痛みを経験した人

間は,他人の同様な世界に共感できるものである｡共感できるだけでなく,他者に対してもあるが

ままの自己を開示でき,同時に,他者からの信頼性(透明性)も高まる｡現代は,情報化社会であ
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り,自己喪失的人間が増えており,集合神経症的人間が増えているといわれる｡さらに,それが,

子どもたちへも影響しているともいえよう｡ ｢私でない私｣ ｢自己を見失った人間｣ ｢生きる意味を

見失った人間｣たちは,何か核となるものに依存しながらでも｢生きていこう｣とするのである｡

実は,彼らは,だれよりも｢よりよく生きたい｣という人間であると思われるのである｡

健康で幸せな生き方を求め,彿径する現代人は,自己の生きる意味を模索しているプロセスにあ

るといえよう｡不登校人間,神経症的人間,アルコール依存の人間,ブレイク･ダウン人間もすべ

て,そのプロセスにある存在であり,誰よりも,健康に生きること,自分らしく生きること,そし

て｢生きる意味の確立｣を目指して苦悩しているにすぎない｡むしろ,その意味では,何の｢気づ
●   ●   ●   ●   ●   ●   ●

き｣ももたず, ｢働き蜂｣, ｢よい子･よい人間｣で一生を終ろうとする過剰適応の人間に対して,
●   ●   ●   ●   ●   ●

苦悩する人間は,意味深い｢黙示｣を与えているように思われる｡

人間は,時･空間的に｢有限の世界｣に存在している｡時間的には,約80年のライフ･サイクル

が考えられる｡さまざまな空間(環境)に生きながら,人生80年をいかに生きるかは,当の本人の

問題である｡ ｢いかに生きるか｣によって,豊かな人生もあろうし,何のために生きてきたのかわ

からない空虚な人生もあろう｡ただ一回限りにおいて,この宇宙に存在し得た自分の生命と人生を,

ただ生物の種のように生きるか(自己喪失的,意味喪失的生き方) ,自己実現的人間として｢自分

らしく｣生きるか(自己確立的,意味志向的生き方)は,極めて重要であり,一人ひとりの人間の

責任である｡
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*心の健康アンケート

せいかつようすしら

これは　みなさんの生活の様子を調べるもので,テストではありませんから,

じゆうこた

ありのままに,自由にお答え下さい｡

eは怠きにゆう

なお,このアンケートは1-7ページまでありますので,切り離さないように記入
ねか

してくださるようお願いいたします｡

調査日 兌ﾙ�ﾉD霾�?ｩv｢�

性別 �&｢顋r�

学校名 宙抦ｧxﾕ｢�(hｧxﾕ｢靼)9乂xﾕ｢��

克弟数 �+8.h*H+�*(-8*ﾘ,�/�,�/�,�/��あなたの兄弟は;あなたを含めて何人ですかo[]人 

性別, ( )は,あてはまるものに○をつけてください｡
兄弟数は, []に,数字を書いてください｡



218 鹿児島大学教育学部研究紀要　人文･社会科学績　第52巻(2001)

つきのうち,あてはまるところに○をつけてください｡

まいにちきぶん

1　あなたは,毎日気分よくすごしていますか｡

とても気娠い　　　どちらかと廟は勅よい　　謙り勅よく帥

けんこうじしん

2　あなたは,健康に自信がありますか｡

まったく勅よく帥

とて淵信が締　　　すこし鵬梱る　　　　謙り鵬が帥

がっこうたの

3　あなたは,学校で楽しくすごしていますか｡

まったく日脚ない

とても楽しい　　　　どちらかと胸襟しい

いえたの

4　あなたは,家で楽しくすごしていますか｡

あまり楽しく紬 まったく楽しく紬

とても楽しい　　　　どちらかと廟は楽しい

しょうらいしんばい

5　あなたは,将来のことが心配ですか｡

あまり楽しく帥 まったく楽しく紬

まったく胴で細　　　波り心郎紬　　　　すれ胴である

つかおも

6　あなたは, ｢疲れやすい｣と思うことがありますか｡

よくある　　あまりない

よるねむ

7　あなたは, ｢夜,眠れない｣ことがありますか｡

よくある　　あまりない

さびおも

8　あなたは, ｢なんとなく寂しい｣と思うことがありますか｡

よくある　　あまりない

とても欄である

あさおおも

9　あなたは, ｢朝,起きるのがつらい｣と思うことがありますか｡

よくある　　あまりない

がっこういおも

10　あなたは, ｢学校へ行きたくない｣と思うことがありますか｡

よくある　　あまりない

しょくじおも

11あなたは, ｢食事をしたくない｣と思うことがありますか｡

よくある　　あまりない

ふゐん

12　あなたは, ｢すぐ不安になる｣ことがありますか｡

よくある　　あまりない
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なにたのおも

13　あなたは, ｢何をしても楽しくない｣と思うことがありますか｡

よくある　　あまりない

なんいおも

14　あなたは, ｢何のために生きているのかわからない｣と思うことがありますか｡

よくある　　あまりない

しおも

15　あなたは, ｢死んでしまいたい｣と思うことがありますか｡

よくある　　すこしある　　まったくない

なやしんぼい

16　あなたは,悩みや心配ごとがありますか｡

あ　る　　な　い

ひとなやしんばい

16-2　うえの16で｢ある｣に○をつけた人は,つぎのどんなことで悩んだり,心配

したりしますか｡あてはまるものにいくつでも○をつけてください｡

がっこうべんきょうせいせき

A a　学校の勉強や成績のこと

しんがくじゆけん

b　進学や受験のこと

じぶんせいかく

C　自分の性格のこと

じぷんけんこう

d　自分のからだや健康のこと

じぷんかお

e　自分の顔やスタイルのこと

ともだちなかま

f　友達から仲間はずれにされたりいじめられたりすること
せい

g　性のこと

せんせい

h　先生がわかってくれないこと

おや

i　親がわかってくれないこと

しょうらいしょくぎょういかた

j　将来の職業や生き方のこと
あそしゆみ

B a　やりたい遊びや趣味ができないこと

b　ボーイフレンドやガールフレンドのこと

ともだちおも

C　友達にどう思われているかということ
ぶかつどう

d　クラブや部の活動のこと
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しやかいおじけん

e　社会に起こるいろいろな事件のこと

うんどう

f　運動がうまくならないこと

いえけいざいじょう

g　家の経済上のこと
かぞくなかわる

h　家族仲の悪いこと

こづかすく

i　小遣いが少ないこと

いえ

j　家にいてもつまらないこと

か

C　そのほかあれば　なんでも書いてください｡

ひとひと

16-3　これは,まえの16で｢ある｣に○をつけた人も, ｢ない｣に○をつけた人も,

つぎのあてはまるものに○をつけてください｡

ともだちともだち

A　今のあなたの友達は,どんな友達ですか｡あてはまるところに○をつけてくだ

さい｡

こまたすたがきょうりょくひと

a　困ったときに助けてくれたり,お互いに協力できる人

まったくむである　斡そうである　　髄　　　斡そうで帥　まったくそうで帥

はなしわだいたのじぶんしおしひと

b　話の話題がたくさんあって楽しく,自分の知らないことを教えてくれる人

まったくそうである　ややそうである　　髄　　　ややそうで帥　まったく門で帥

しゆみこのおなせいかくにひと

C　趣味や好みが同じで性格が似ている人

まったくそうである　斡そうである　　縦　　　ややそうで帥　まったくそうで帥

いまこうじょうひと

d　あなたを今よりも,向上させてくれる人

まったくそうである　ややそうである　　髄　　　斡そうで帥　まったくそうで帥

きあいてきもおもひと

e　よく気がついて,相手の気持ちを思いやってくれる人

まったくそうである　やや?5である　　髄　　　ややそうで柚　まったくそうでか
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なにいっしょこうどういっしょひと

f　何かをするときに一緒に行動でき,いつも一緒にいる人

まったくそうである　斡そうである　　縦　　　ややそうで帥　まったくそうでか

いいあすなおひと

g　言いたいことが言い合え,素直につきあえる人

まったくそうである　ややそうである　　髄　　　ややそうで紬　まったくそうで紬

たがやくひと

h　お互いにとって役に立つことができ,たよれる人

まったくそうである　ややそうである　　縦　　　ややそうで帥　まったく門でない

ひつようせいかくきもだいじ

i　あなたのことを必要としてくれたり,あなたの性格や気持ちを大事にして
ひと

くれる人

まったくそうである　ややそうである　　髄　　　ややそうで帥　まったくそうで帥

なやしんばいはなひと

j　悩みや心配ごとをうちあけることができたり,なんでも話してくれる人

まったくそうで鵜　斡そうで碗　　髄　　　斡そうで帥　まったくそうで帥

こころしたおもともだち

B　あなたには｢心から親しいと思える友達｣がいますか｡
い　る　　いない

よるゆめ

17　あなたは, ｢夜,こわい夢をみる｣ことがありますか｡

あ　る　　な　い

どうきむねむぬくる

18　あなたは, ｢動悸(ちょっとしたことに胸がドキドキする)がしたり,胸が苦し

くなったりする｣ことがありますか｡

あ　る　　な　い

なかいたあたまいた

19　あなたは, ｢お腹が痛くなったり,頭が痛くなったりする｣ことがありますか｡

よくある　　あまりない

た

20　あなたは, ｢めまいや立ちくらみがする｣ことがありますか｡

あ　る　　な　い

てあし

21あなたは, ｢手や足がしびれたり,つめたくなったりする｣ことがありますか｡

あ　る　　な　い

げりべんぴ

22　あなたは, ｢下痢や便秘になる｣ことがありますか｡

よくある　　あまりない

221
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からだびょうきしんばい

23　あなたは, ｢体の病気になるのではないかと心配になる｣ことがありますか｡

よくある　　あまりない､

こころぴょうきしんばい

24　あなたは, ｢心の病気になるのではないかと心配になる｣ことがありますか｡

あ　る　　な　い

せいかつとうかあいけんあ

25　あなたは, ｢ふだんの生活のなかで,お父さんやお母さんと意見の合わない｣こ

とがありますか｡

あ　る　　な　い

ひとこた

25-2　うえの25で｢ある｣に○をつけた人は　つきに答えてください｡ ｢ない｣に○

ひと

をつけた人は, 26にすすんでください｡

いけん

どんなことで意見が合わないのですか｡つきのうちあてはまるものにいくつで

も○をつけてください｡

かみ

1　髪のかっこう

ふくそう

2　服装

ばんぐみえらかた

3　テレビ番組の選び方

ともだちえらかた

4　友達の選び方

せんせいす

5　先生の好ききらい

8　ことばづかい

いえかえじかん

9　家へ帰る時間

10　ボーイフレンド,ガールフレンドのこと

しんがくじゆけん

11進学や受験のこと

しょうらいしょくぎょう

12　将来の職業のこと

ベんきよう　　　　　　　　　　べんぎょうじかん

6　勉強のしかたや勉強時間13　そのほか(

でん章〕ふく

7　電話のかけかた(ポケットベルなども含む)

いけんあ

25-3　意見が合わないとき,どうしますか｡つきのうちあてはまるものに,いくつで

も○をつけてください｡

はなあ

1　わかってくれるまでよく話し合う｡

くち

2　らんぼうな口をきいたり,あばれたりする｡

3　どうせわかってくれないからあきらめる｡

せんせいめうえひと

4　先生や目上の人にうちあける｡

ともだち

5　友達にうちあける｡
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じぶん

6　自分のやりたいようにする｡

いえでおやこま

7　家出など親が困るようなことをする｡

た

8　その他(

はやおとなおも

26　あなたは, ｢早く大人になりたい｣と思いますか｡

おもおも

思　う　　思わない

いえでとおいおも

27　あなたは, ｢家を出て遠くへ行ってしまいたい｣と思うことがありますか｡

あ　る　　な　い

おやくちおも

28　あなたは, ｢親にらんぼうな口をきいたり,あばれたりしたい｣と思うことがあ

りますか｡

あ　る　　な　い

せんせいくちおも

29　あなたは, ｢先生にらんぼうな口をきいたり,あばれたりしたい｣と思うことが

ありますか｡

あ　る　　な　い

なやしんばいひとそうだん

30　あなたは,悩みや心配ごとがあるとき,人に相談したことがありますか｡

あ　る　　な　い

ひとこた

A　うえの30で｢ある｣に○をつけた人は,つきに答えてください｡ ｢ない｣に○

ひとつぎ

をつけた人は,次のページの30-4にすすんでください｡

そうだんだれ

30-2　相談したのは誰にですか｡あてはまるものにいくつでも○をつけてください｡

せんせい

6　そのほかの先生

としともだち

7　年うえの友達

おなとしともだち

8　同じ年の友達

た

9　その他(
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びょういんそうだんじょなやしんl:れlそうだん

30-3　これまでに病院や相談所に悩みや心配ごとで相談したことがありますか｡

でそうだん

1　出かけていって相談した

でんわそうだん

2　電話で相談した

てがみそうだん

3　手紙で相談した　　　　4　な　い

ひとこた

B　まえの30で｢ない｣に○をつけた人は,つきに答えてください｡

そうだん

30-4　相談しないのはなぜですか｡あてはまるものにいくつでも○をつけてください｡

そうだん

1　相談するほどのことではないから

こころなかし

2　心の中を知られたくないから

そうだんひと

3　相談できる人がいないから

なにそうだん

4　何を相談していいかわからないから

じぶんかいけつおも

5　自分で解決するべきだと思うから

6　そのほか(

そうだんかいけつ

30-5　相談しないで,どうやって解決していますか｡あてはまるものにいくつでも○　

をつけてください｡

なIこ

1　とくに何もしない

じぶんかんが

2　自分ひとりで考える

ぼんざっしよさんこう

3　本や雑誌などを読んで,参考にする

しゅみ

4　スポーツや趣味をしてまざらわす

ひとはなあさんこう

5　人の話し合っているのをきいて,参考にする

にっきかt)す

6　日記などに書いて忘れるようにする

7　そのほか(

きょうりょくいちどかくにんhが

ご協力,ありがとうございました｡もう一度,ご確認をお願いいたします｡




